
「アサデス。ＫＢＣ」で 

「         ～教えて！ワンヘルス～」を放送しています！ 

 

 福岡県では、朝の人気番組「アサデス。ＫＢＣ」とタイアップし、番組内で「ワンヘ

ルス」について、クイズ形式で分かりやすく紹介されています。 

 

 本日、第５回目の放送がありました。 

 

【第５回】（2022.7.1） 

 

 「ワンヘルス」とは、人と動物の健康、そして環境を一つのものとして守っていこう

という考え方です。 

 

【Question】 

 体調が良くなって抗生物質が余ったらどうすればいいでしょう？ 

  

正解は、「最後まで飲む」でした。 

 

 



【薬剤耐性菌】 

 細菌やウイルスなど病原体によって引き起こされる病気のことを「感染症」といいま

す。こうした感染症の中で引き起こされる病気に有効なのが、原因となる細菌などを殺

したり、その増殖を抑制したりする働きを持つ「抗菌薬」です。 

最近は、従来の抗菌薬が効かない「薬剤耐性」を持つ細菌が世界中で増えてきていま

す。すでに、抗菌薬への耐性を持つ様々な細菌が確認されています。 

このため、感染症の予防や治療が困難になるケースが増えており、今後も抗菌薬の効

かない感染症が増加することが予測されます。 

「薬剤耐性菌」とは、薬に対して抵抗力をもってします、薬が効きにくくなった菌の

ことです。つまり、耐性菌にかかると、薬を使っても病気が治らなくなってしまいます。 

特に、免疫力の弱い乳幼児や妊婦、高齢者、また、持病を持つ人は、感染症にかかる

と重症化しやすいため、耐性菌が広まり使用できる抗菌薬が減ると、命の危険が高まり

ます。薬剤耐性（AMR）の拡大防止は、私たちにとって非常に重要なことなのです。 

  

薬剤耐性（AMR）の拡大を防ぐためには、感染症にかかり抗菌薬を必要とする機会を

少なくすることや感染症を周りに拡げないようにすることに加え、医療の現場で、ウ

イルスによる感染症を始めとして、必要のない抗菌薬を処方しないという取組が重要

です。それと同時に、私たち一人ひとりが抗菌薬を適切に使用することも重要です。 

 

２０２２年７月１日  

福岡ワンヘルス協議会  


